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中学校公民的分野「人間杜会と家族」の授業（I）

内容構成の原理と学習指導案の作成
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　I　現行「家族生活」の学習の間題点

　1　現行「家族生活」の特色

　現行の中学校社会科公民的分野では，日本国憲法の理

念を基礎として民主杜会における個人の在り方を理解さ

せるという分野全体の目標を達成するために，重要な役

割をもつ最初の単元として「家族生活」の学習がおかれ

ている。そしてこの単元のねらいは大きくつぎの3つに

分けることができる。第1は，家族生活そのものについ

ての実質的な内容の理解を深めることである。家族生活

は杜会生活の重要な一領域であり，われわれにとってき

わめて大きな影響をもつもっとも身近な杜会現象であ

る。そして急激に変化する今日の杜会において家族生活

もまたさまざまな問題に直面している。したがって，家

族の社会集団としての特色や家族制度の変遷、現在の家

族をめぐる諸間題について理解を深めることは，公民的

分野がめざすべきひとつの重要な課題であるといえよ

う。第2に家族生活の学習は，公民的分野全体への導入

としての役割を期待されている。つまり，現代の家族生

活がかかえている諸問題についての考察は，それを単に

家族という狭い視野からひとつの小さな社会集団の聞題

としてのみとらえるのではなく，地域杜会の機能や国の

政治経済などより広い社会の仕組みと結びつけて考える

ことの必要性へと導く。その結果，家族生活についての

学習は独立したひとつの単元としてそれ自体の完結性を

もつと同時に，後に続く「杜会生活」「経済生活」「国

民生活と政治」といった単元をひとつの必然的な探究の

流れの申に位置づけることによって，公民的分野全体へ

の学習のきっかけをつくりだし生徒の学習意欲を喚起す

ることができるのである。またこの単元では，公民的分

野において育成すべき態度や能力の基礎について，つま

り杜会に生じる間題に対して関心をもち，それらの問題

の所在を明確に把握し，それについて白分の意見がもて

るよう統計や資料にもとづいて調査し考えるなど以後の

学習に必要な学習方法の基礎を身につけるという意味で

も導入の役割を果しているということができる。第3の
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ねらいは，血縁で結ばれた最も普遍的で基礎的な杜会集

団としての家族の学習を通して人間の杜会的本性につい

ての理解を深めることである。人間は本来杜会的存在で

ありいろんな杜会集団の中で生活を営んでいる。それゆ

え人間は，個人相互に接触をもち互いに影饗しあい行動

を規制しあうという杜会関係の申でのみ生活を緯持して

いくことができる。したがって，人間の杜会的本性の根

拠とその起源についての明確な認識は，民主主義の理念

に立ったより人間的な杜会生活のあり方を追求するとい

う公民的分野全体の目標の中で，その導入単元としての

家族生活の学習に課せられた重要な課題であるというこ

とができる。

　そして，これらの目標を達成するために組織された現

行「家族生活」の内容構成はつぎのようになっている。

大単元「家族生活」　（14時間）小単元1　家族集団とそ

の機能（4時間）　その内わけは個人と杜会（1時間）

家族と杜会集団（1時間）家族の機能（2時間）であ

る。ここでは，人間は本来杜会的存在であることに気つ

かせその典型的な表われとしての家族集団の意義と機能

について理解させることが主なねらいとされている。

　小単元2　家族制度（5時間）　その内わけはさまざ

まな家族（1時間）古い家族制度（2時間）新しい家族

制度（2時問）である。ここでは，改正前の民法のもと

における「家」の制度と比較しながら，現行民法におけ

る個人の尊厳や両性の本質的平等の原理にもとづいた新

しい家族制度の意義について理解させることが主なねら

いとなっている。

　小単元3　家族生活の課題（5時間）　その内わけは

家族間の諸間題（2時間）家庭裁判所の仕事（1時間）

家族生活の向上（2時間）である。ここでは、こうした

健全な家族生活を維持していくうえでのさまざまな問題

点について学習することをとおして，日本国憲法や民法

の考え方を具体的な生活場面の中で生かし発展させてい

くとともに，家族生活の向上も個々の家族や家庭の努力

だけでなく，経済や政治のはたらきによらなけれぱ実現

できない面が多いことに気づかせることが主なねらいと

されている。

　このように家族生活についての学習は軍導入単元とし
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て公民的分野全体の中でもきわめて重要な位置をしめて

いることは明らかである。この点について榊原・平田。

梶編『公民的分野の指導事例』明治図書1971では，「民

主主義杜会における人間のあり方を追求していく上で，

家族生活は，学習する生徒の生活経験から考えても，最

も身近でしかも親しみやすい素材を豊富に提供してくれ

る場である。公民的分野の学習を『家族生活』から展開

することの意義は，こうした家族生活についての学習を

とおして，杜会的存在としての白覚や個人の役割を具体

的に学び，『国民主権をになう公民として必要な基礎的

教養をつちかう』すじみちを明らかにしようとするとこ

ろにある」とされている。つまり「家族生活」の単元

は，公民的分野の学習を単に政治。経済や社会の機構＝

制度論に終始させ現実の動きからかけはなれたたいくつ

なたてまえ論に終らせないようにするためのきりこみ口

として位置づけられているということができよう。

　2　「家族生活」の学習の問題点

　しかしこのような位置づけとは反対に，実際に授業を

担当する現場教師の間では。家族生活の学習はむずかし

い，何をどう教えてよいかよくわからない，教師も生徒

も興味がわかずつまらないという声をよく耳にする。そ

して，せいぜい5，6時間もうしわけ的に授業を行ない

「杜会的存在としての人間」といった問題をはじめ，家

族生活でおさえなくてはならない内容のかなりの部分が

はしょられてしまっているのが実情のようである。ま

た，現実の家族生活に根をおろした具体的な動きをとら

える視角が弱くきわめて抽象的な知識の注入に走る傾向

も強い。つまり教育現場の悩みは，「家族生活」の学習

では何を教えるのかという内容の面だけにとどまらず，

どう教えるのかという方法的な面についてもはっきりと

したイメージがわいてこないという点に集約されるよう

である。さらに，「家族生活」から公民的分野の学習を

はじめることは，民主主義と平和の実現をめさした憲法

学習を骨抜きにし，日本国憲法の理念に背をむけた反民

主主義教育をめさそうとするあらわれであるといった批

判すら一部に聞かれるのも現実である。そこでわれわれ

の共同研究では，公民的分野において大切な課題をもつ

単元として位置づけられながら，現実には多くの問題を

かかえている「家族生活」の学習を，より合理的な説得

力のある質の高い内容によって裏づけられ，しかも教師

にとっては教えがい生徒にとっては学びがいのある公民

的分野の導入単元にふさわしい楽しい授業内容にするた

めにはどうすればよいかという観点から，その改善の方

向をさぐってみることにした。この単元には先にも述べ

たように原則として14時問の授業時数が割り当てられて

おり，短期間にその全内容構成について検討を行なうこ

とは困難である。その作業は目下継続中であるが，ここ

では主にそのなかの第1小単元である「家族集団とその

機能」の内容構成の改善を中心に論を進めたい。

　1皿　「人間社会と家族」の新しい内容構成

　われわれがうまれおちた瞬間から好むと好まざるとに

かかわりなく所属している家族は，たしかにもっとも身

近であり，具体的であり，学習の対象としてとっつきや

すい面をもっている、またこのことは，家族という学習

の素材が，単に冷たく対象化された存在としてではな

く，感動や実感を伴ったわれわれの生活に直接大きな影

響をもつ現象として社会生活を理解させるための絶好の

材料であることをも意味している。しかし反面このこと

は，ひとつ見方を変えれば，もともと家族生活そのもの

は子どもたちにとってきわめて当りまえのことであり，

あらためて知的好奇心を示すだけの対象とはなりにくい

ものであるということもできる。いわばそれは，私たち

がうまれたときからすって生きている空気と同じよう

に，あまりにも身近なものでありすぎるために，あらた

めてその存在を深く意識することのないままきわめて自

明のものとして存在しているのである。そういう意味で

家族とは，ふだんの生活の中であまりつきつめて考える

ことの少ない対象であり，人間にとって最後までわから

ないのがほかならぬ自分自身であるように，いざ定義づ

けようとするときわめてむずかしくとらえにくい対象で

あるということができる。そしてここに家族生活の学習

のむずかしさの原因が存在している。つまり家族生活の

学習では，ただ生徒の日常生活における直接経験のみを

素材としていたのではその本質がきわめてとらえにくい

ということである。それゆえ家族生活の学習を生徒にと

って興味のあるものとして展開するためには，当り前の

家族生活が目新しく見えてきてそれを深く探究したくな

るだけの知的好奇心がわくような，日常の常識性を打破

することのできる新しい視点を用意することが不可欠と

なってくる。そういう，家族生活について考えるための

いわば一段深い視点として，われわれは比較種族的，比

較文化的アプローチとよばれる研究方法と概念探究学習

とよばれる教授・学習理論を採用し，これら2つを内容

構成の基本原理とすることにした。

　1　比較種族的・比較文化的アプローチ

　最近文化人類学や生態学などで特に注目されるように

なったこの比較または対照とよばれる研究方法は，一見

なんのつながりもなくむしろ奇異にさえみえるさまざま

な社会現象を互いに比較し，そのなかで共通にみられる

ものとそうでないものとをふるいわけ，共通にみられる

ものを軸として事実ないし現象を整理していくというや

り方である。この方法を家族生活のための内容構成原理

として使用した場合つぎのような利点が生じる。ひとつ

は，たとえばあまりにも所与の事実になり切ってしまっ
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た生徒たち自身の家族生活を，そこで使用されている知

識や技術は彼ら自身の場合と鋭い対照をなしているけれ

ども，あらゆる人問がもっている家族の内的な論理をよ

りよく示していると思われるエスキモーの家族と対比さ

せることによって，さらにまたさるやかもめといった他

の動物の家族と比較させることによって，日常熟知して

いる枠内での白分たちの家族生活の把握から一歩踏み出

し，日常化されたものにつきまとうあいまいさをうちや

ぶることを可能にするということである。つまり比較的

方法は，子どもたちにとってあまりにも親しくなりすぎ

た現象に否定的な事実をつきつけることによって精神的

な動揺を与え，あらためてもう一度それを追求の対象に

すえるに十分なだけの知的好奇心を喚起することができ

る。それは，学習を自然発生的な動機にのみ依存するの

ではなく，積極的かつ意図的に学習の興味をつくりだす

ための方法としてきわめて効果的なものであるというこ

とができよう。比較のもつもうひとつの利点は，これを

うまく活用することによって認識の質を飛躍的に高める

ことができるということである。すなわち比較は，それ

ぞれの現象にみられる同一性と差異をふるいわけ，共通

にみられる構成要因のみを抜きだしてそれを法則的知識

としてとらえていく方法であるから，単一個体を観察す

る場合よりも容易にかつするどく事象の本質にせまるこ

とができるわけである。特に家族生活の学習では，杜会

的存在としての人間の本性についての認識などきわめて

抽象度の高い概念の形成が意図されており，また一方で

は生徒たちにとって家族生活のようなあまりにも親しく

なりすぎたものに存在する一般性を見い出すことはいか

にむずかしいかという点について考慮するならば，この

比較法は，家族生活の学習にうってつけの内容構成原理
　　　　　　　　　　　　①
であるということができる。

　2　教授・学習理論としての概念探求法

　つぎにここでは，家族生活についての知識をどのよう

な授業展開過程を通して習得させていくかを規定する教

授。学習理論として，概念探究法の考え方を採用してい

る。その特色は，授業の流れを方法的には直観から論理

へ仮説からその検証へ，内容的には具体的事実から概念

的抽象化へという小さなサイクルの漸進的積み上げとし

て組織するというものである。ここには，授業展開の過

程は原則として子どもの認知的発達の法則性に則したも

のであるべきであり，子どもの認知的発達のメカニズム

とぱ，その厳密さこそちがえ，社会科学者が杜会を認識

する際の手順と同じ性格をもつものであるから，杜会科

の授業は仮説の設定とその検証のたえざるくりかえしと

いう杜会科学の方法の習得過程を授業展開の基盤とすべ

きであるという理論的裏づけがある。そしてこの仮説と

その検証のメカニズムからなる杜会科学の方法を自已の
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思考のメカニズムと同一化させさらにそれをより確かな

ものへとみがきあげていくことによって，生徒は杜会的

環境を把握する能力を拡大し人間や杜会についての知識

や理解を無限に発展させていくことができる。それゆえ

杜会科学の方法の習得こそ杜会についての知的理解を促

進させる最大の武器であるとするのである。

　そのためにわれわれは実際の授業を組織するための基

本的要素として，概念的知識の設定，発間の構造化，資

料の厳選と効果的な提示，教師と生徒による説明の促進

をあげ，これらの要素の相互作用的な展開過程として授

業をとらえることにした。概念的知識とは，杜会事象に

ついて生徒が日常生活の中ですでに習得している見方考

え方よりも一歩進んだより抽象度の高い知識理解であ

り，その正当性が杜会科学者をはじめ他の多くの人々に

よっても承認されているいわゆる杜会事象についての客

観的法則である。概念探究法にもとづくすべての授業

は，この概念的知識への到達を目標として組織され展開

される。そして，この授業過程が目標に向ってせまって

いくことができるよう生徒の活動を案内し方向づけるの

が教師からの問いかけとしての発間である。われわれは

この発問を主要発問と補助発問に分け，目標としての概

念的知識によって規定された固定的な性格をもち，授業

展開の核となるものとして教師があらかじめはっきりと

設定しておかなけれぱならないものとして主要発間を位

置づけた？それに対して補助発間とは，具体的な授業場

面での子どもとのやりとりの中で教師がすばやく作りだ

し臨機応変に変えていくことのできる流動的な性格の問

いかけである。主要発問と主要発間の間を補助発問で追

いながら目標にむかって生徒を動かしていくのが授業構

成者としての教師の役割である。しかし一方的な発問だ

けでは・卜分内容の豊かなそして確かな根拠にもとついた

子どもの思考を触発することはできない。思考のための

課題設定をおこなうための効果的な発問と同時に，子ど

もの直接経験の狭さをおぎない考えるための手がかりと

して作用する適切な資料が必要である。さらに資料は，

生徒がこれまで知らなかった新しい事実を導入すること

によって，学習に対する問題意識や興味関心を飛躍的に

高めることをも可能にする。このような意味で，学習目

標に到達するために最も適した資料を厳選しそれを授業

展開の中でうまく活用することが重要であると考えた。

また実際の授業では，教師の問いに対して生徒が資料を

もとに考えを発表するいわゆる『答え」がきわめて大き

なウエイトをしめている。この答えこそ子どもの思考内

容の表現であり，答えの中味をいかにして単なる思いつ

きやひらめきのようなあいまいなものからしっかりとし

た証拠をふまえた確信のもてる社会の見方考え方へ，し

かもその内容が合理的かつ客観的な質の高いものへと変

えていくかということこそ授業の究極的目標である。し
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たがってわれわれは，この子どもたちの答えの出し方や

答えの申味そのもののひとつひとつをもっと大切にし，

注意深く検討するために，これを問いに対する資料をふ

まえた説明としてとらえなおし，どのようにすればこの

説明を教師と生徒の間，生徒同士の間で量的に活発化さ

せると同時に質的にも向上させより科学的なものに発展

させていくことができるかを授業展開を考えるためのも

うひとつの重要な視点とした。これら3者の関係は，発

問は生産的思考のための条件であり資料は思考のための

素材であり説明は間いに対する回答すなわち認識の中味

としてとらえることができるであろう。このような授業

展開過程に関するいくつかの視点を駆使しながら，家族

生活についての子どもの日常的な認識を打破しより高次

な認識へとかきかえていくことができる学習場面をいか
　　　　　　　　　　　　　　　　②
にして設定するかがつぎの課題となる。

　3　夫単元の構成

　われわれは「家族生活」全体の内容構成をつぎのよう

に計画した。

　指導計画　「家族生活」　　（13時間）

　　　　　　人間社会と

驚念震・…・⑭家族（6時一

　　　　　　間）実験授

　　　　　　業

↓
概念の
適用’’’

　家族制度の

②歴史的変遷一

　（3時間）

　家族生活の

⑧課題（4時一
　間）

ア人間と動物の特性（人間

　の弱さについて）

イ人間と文化の創造（人間

　の強さについて）

ウ人間と杜会的環境（杜会

　的存在としての人間）

工家族の教育的機能

オ家族の精神的機能

カ家族の経済的機能

ア家族の構成

イ古い家族制度

ウ新しい家族制度

ア新しい家族生活の間題

イ家族生活の合理化

ウ政治経済の動きと家族生

活

　単元構成の大きな流れとしては，この表からもわかる

ように，小単元①で以後の家族学習の基本的視点として

確立した諸概念を小単元②③で具体的な現実の動きに適

用してみるといういわゆる概念の形成とその適用という

形で構成されているのがひとつの大きな特色である。

　4　小単元①の内容構成

　今回の共同研究では，小単元①「人間杜会と家族」の

計6時間のみを教材化し，島根大学教育学部附属中学校

3年の4つのクラスで実験授業を行なった。小単元のそ

れそれの授業の到達目標として内容の骨組を形作る概念

的知識の体系は以下のとおりである。

主要観念1
人間は生存のた

めの物質的要求

とともに杜会生

活を通してのみ

人格を形成し自

己の能力を発揮一

しうるという独

白の杜会性のゆ

えに集団を形成

し共同生活をい

となむ。

主要観念2
家族は一個の無

力な生物学的有

機体としてうま

れた人間を，種

々の文化的能力

をそなえたたく

ましい自立的存

在につくりかえ

るための最小の

杜会集団であ
る。

寄与観念1
人間はほかのどんな動物よりも成熟

がおそく，環境に適応するための本

能的な行動様式をもたないひ弱な存

在である。

寄与観念2
人間は他の動物にはみられない肉体

的特質によって文化をつくりだし，

自然の拘束をたちきって自らの意志

で自由に行動することができる。人

間だけが自分自身の行動を環境に適

応させるとともに環境そのものをつ

くりかえるという大きな力をもつこ

とができる。

寄与観念3
人間の本性すなわち他の動物にはみ

られない人間独自の能力は，適切な

社会的刺激と杜会環境がなければ十

分に発達することができない。人間

は杜会生活に参加することによって

はじめて人間となることができる。

寄与観念1
家族は言葉をおぼえ善悪をみわける

力をやしない，社会的規則を身につ

けさせることによって子どもを白立

した人格へと育成する。

寄与観念2
家族員相互の人格的な結合，感情的

融合は，人々を孤立や不安，心身の

疲労や緊張から解放し，平静と英気

を回復させる。

寄与観念3
家族は生活のために必要な衣食住を

確保し構成員の基本的欲求を充足さ

せる経済的単位である。

寄与観念4
家族は世代の交代のために必要な条

件を保障し、次の世代をつくりあげ

ていくことによって種族の繁栄を確

保する。③

　本小単元は，杜会的存在としての人間の本性の学習を

中心とする前半3時間の授業と，家族集団の意義と役割

についての学習を中心とする後半3時間の授業に分かれ

る。前半は主に，人問とかもめやさるやおおかみとの比

較を中心とした比較種族的な学習を基盤に構成されてお

り，後半は自分たち自身の家族とアメリカやヨーロッパ

の家族，エスキモーの家族といった比較文化的な学習を
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基盤に構或されている。まず第1時間目では，生まれた

時から母親がえさをとるためにどんな姿勢をしてもまた

敵からのがれるためにどんなに猛スピードで走っても、

けっしてふり落とされずに母親の体にしっかりとつかま

っていることのできるさるの赤ちゃんや，卵の中から自

分の力で殻を破って生まれ出，その目のうちに歩き，だ

れからも教わらなくても親の警戒声によって巣から逃げ

だし，飛翔運動をはじめるようになるかもめのひなの行

動の発達がとりあつかわれる。ここでは，他の動物が生

まれつき身につけている本能的行動様式の精巧さに対し

て人間はいかに無防備でひ弱な存在としてうまれてくる

かに気づかせることによって，ともすれば人間は他のど

んな動物よりもすぐれた存在であるのがきわめて当然な

こととしてとらえがちな生徒の認識に，ひとつ新しい見

方を切り開くことを目的としている。第2時間目は，し

かしこのひ弱さこそやがては他の動物がおよびもつかな

い人間独自の強さ優秀さを形成する根源的なカとなるも

のであることを理解させることによって，それを単なる

弱さとしてではなく柔軟性可能性の大きさとしてとらえ

直させることを目的としている。またここでは，このひ

弱さを実質的な強さに転換しうる具体的要因として，二

本足による直立歩行，そこから生じる手の白由化，手の

親指の機能の特殊化，視野の高さと広さの獲得、脳の飛

睡的発達といった人間独白の肉体的特質，さらにこのよ

うな肉体的特質をふまえて可能となる火の発見，道具や

言葉の使用といった高度な文化的能力についても言及す

る。そして一見非常に強く見えた動物の本能的行動は，

いったん環境が変化すると役に立たなくなってしまうと

いう欠点をもっているのに対して，人間が独自な能力に

よって獲得する後天的行動様式は，環境に制約されるこ

となくみずからの意志と力で作り変えていくことのでき

るものであること，ここに人間のみがもちうる無限の発

展可能性の原動力が存在することに気づかせようとする

のである。第3時間目は，これらの人間独自の能力の獲
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得は適切な社会的環境，社会的刺激の中での後天的な学

習があってはじめて可能となるものであり，決して杜会

集団から孤立しては習得することのできないものである

ことをとりあつかう。それを証明するひとつの具体的な

証拠は，今から50年ほど前インドのゴタムリという村で

発見されたアマラとカマラという狼に育てられた少女の

話である。この少女たちは捕えられた当時，地面におか

れた皿に口をつけ手を使わずに物を食べ，70メートルほ

ど離れた場所にすてられた烏の内臓の所在を臭いでかぎ

つけて食べた。また夜になるとカッと目を見開き闇の中

でギラギラする青い独特の光りを出した。もちろん直立

歩行をすることもできなければ言葉を話すこともできな

かった。この出来事は，人間は杜会生活に参加すること

によってはじめて健全な人間として成長していくことが

できるという人間の杜会的本性を如実に物語っていると

いえよう。

　後半の4，5，6時間目では，これまでの人間の社会

的本性についての学習をふまえることによって，家族に

ついての生徒の意識をより新鮮なものととりかえた上

で，あらためてわれわれにとって家族とは何かを間い直

そうとする。ここではまず，きびしく論理的な方法で子

どもに自主的な独立心を要求するアメリカやヨーロッパ

の家庭のしつけと，親と子の情緒的な相互依存関係にも

とづいてややあいまいな方法でおこなわれるわが国の家

庭のしつけを比較するなかで，家族の普遍的機能として

の教育作用に言及する。さらにこの教育作用をささえる

愛庸と信頼の関係、経済的単位としての機能や世代の再

生産の機能がとりあつかわれる。最後にこれらをふまえ

て家族とは，もしそのまま放置されれば死ぬかもしれな

い非常に無力な1個の生物学的有機体として生まれてき

た人間を種々の人間的能力をそなえたたくましい白立的

存在につくりかえてくれるこの世に生をうけて最初にで

くわすすばらしい仲間であることに気づかせようとする

のである。
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皿　学習指導案と授業資料

第1時
①人間はほかのどんな動物よりも成熟がおそく，環境に適応するための本能的な行動様式をもたないひ弱な存在

　である。

発　　　　　　　間

○これから人間の赤ちゃんとさるの

　赤ちゃんのスライドをみせます

　が，両者にはどのようなちがいが

　あるか予測してください。

○さるやかもめはどんな状態でうま

　れてきますか。

。さるはうまれながらにしてどのよ

　うなすぐれた能力をもっています

　か。

・うまれてから1ケ月までのかもめ

のひなはどのような順序で行動が

発達していきますか。

。これらの行動はだれかから教えら

れてできるようになるのでしょう

か，それとも教えられなくてもで

　きるのでしょうか。こういう能力

を何といいますか。

・このような動物の生得的行動の例

について他に知っていますか。

資　　　料

スライド

「人間の赤ちゃん

とさるの赤ちゃ
ん」

プリント

rさる」

「かもめのひなの

行動の発達」

。日頃子どもが見

たり聞いたりし

て知っている事

を考えの材料と

してできるだけ

うまく活用させ

る。

教授・学習活動

○仮説の設定

。スライドを提示

　しそれぞれにつ

　いて教師が説明

　をおこなう。

○資料による仮説

　の検証

。かもめのひなの

行動の発達につ

いてできるだけ

正確に細かく順

を追ってとらえ

　させる。

。さるやかもめの

行動は親から教

わらなくてもで

きるものである

ことに気づかせ

る。

・さるやかもめ以

外の例も提示す

　る。

生　徒　の　認　識

。スライドでみた具体的な事実をふまえなが

らできるだけ多くの意見を発表させる。

・さるの赤ちゃんは母親がどんな姿勢をとっ

てもまたフルスピードで走ってもふりおと

されないで自分の力でしっかりとつかまっ

ていることができる。

　⑧たまごの中から自力でからを破って出て

　　くる。

　⑧2，3時間するとうぶ毛がフワフワにな

　　りついばみ運動をはじめる。

　⑧5，6時間するとまっすぐ立てるように

　なり2，3歩あるく。

　⑧その日のうちに歩けるようになる。

　竃2，3日たつと親の警戒声によって巣か

　　ら走り出し何かの下にもぐりこむ。

　⑧2週間たつと見知らぬものに対して鳴き

　声をたてて攻撃する。

　㊧白分でえさを食べるようになる。

　⑧4，5週間で飛べるようになる。

・動物はほとんど完全武装ともいうべき精巧

な本能的行動様式をもってうまれてくる。

。例

　⑧幼虫から羽化したばかりのちょうが突然

　みごとに離陸しまいあがる。

　⑧くもは教わらなくてもみごとなくもの巣

　　をはる。

　⑧卵から出たばかりのコウイカははじめて

　見た小さいエビをひじょうにうまくつか

　　まえる。

　・草食のほ乳動物は肉食の動物から身を守

　　るためにうまれてまもなく立って歩くこ

　　とができるようになる。
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○人間の赤ちゃんはどんな様子をし

　ていますか。

・生まれたばかりの赤ちゃんにはど

　んな特色がありますか。

・赤ちゃんは1ケ月くらいでどの程

　度まで発達しますか。

・さるやかもめの赤ちゃんとくらべ

て人間の赤ちゃんにはどのような

ちがいがありますか。

○人間と動物は成育するまでにそれ

　ぞれどれくらいの期問を必要とし

　ますか。

○人間がうまれて成長するときの様

　子を他の動物と比べてどういうこ

　とがいえますか。

プリント

「新生児の脳」

「知覚の発達」

プリント

「長い期間を費し

て成熟する」

・ヒントとしてつ

　ぎの例をだす。

1才のチンパンジ

ーは，知的能力は

同隼齢のひとと同

じ，運動能力はひ

との4才児と同じ

力に関しては8才

児に相当する。

・動物の強さに対

する人問の弱さ

を強調する。

　⑧大変な頭でっかちで脳が発達している。

　⑧大部分はねむっていて目もみえず耳も聞

　　こえない。

　⑧人間は1年間早くうまれすぎたさるであ

　　る。

　⑧少しずつおきている時間がふえ目がぼや

　っと見えるようになり，耳も聞こえるよ

　　うになる。もちろん歩くことはできない

。人間は生得的な行動様式をもたないひ弱な

すがたでうまれてきて，そういう状態がし

ばらくつづく。

。さる　赤ん坊のおわり　　　1才

　　　性的成熟　　　　　　3才半

　　　杜会的成熟　　　　　8才

・ひと　赤ん坊のおわり　　　8才

　　　性的成熟　　　　　　14才

　　　杜会的成熟　　　　　18才

。人間はほかのどんな動物よりも成熟がおそ

　く，環境に適応するための本能的行動様式

をもたないひ弱な存在である。

第2時
②人間は他の動物にはみられない肉体的特質によって文化をつくりだし，自然環境の抱束をたちきって自分の意

志で自由に行動することができる。人問だけが後天的な学習によって自分自身の行動を環境に適応させると同時

に環境そのものをつくりかえるという大きな力をもつことができる。

発　　　　　　　　間

○この前の時間に人間はひじょうに

　無力な姿でうまれてくるので他の

　どんな動物よりも長い問親の保護

　を必要とすることを学習しました

　が，それにもかかわらず人間が

　「万物の霊長」といわれるのはな

　ぜでしょうか。

○人間が他の動物にはないいろんな

　すぐれた能力をもつことができる

　ようになった最も根本的な原因で

　ある人間独自の肉体的特質とはど

　のようなものでしょうか。

資　　　　料

スライド

「ホモ。サピエン

スヘの長い遣の

教授。学習活動

◎予測する

。霊長＝不思議な

　力をもつすぐれ

　たもの，万物の

　頭の意味

○仮説の設定

○資料による検証

。人間が直立でき

　るようになるま

での進化の過程

生　徒　の　認　識

・人間は学習によってすぐれた能力を獲得す

るための基礎となる独自の肉体的特質をそ

なえている。

・人間の弱さはみせかけの弱さであり，ほん

とうはそこには大きな可能性がひめられて

いる。

・二本足で直立歩行ができる。

　⑧体を支えて歩くということを後足に

　まかせたために前足がその任務から

　解放され二本の手が自由につかえる

　　ようになった。

　⑧対向する親指一人間の手の親指は大
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○人間はこれらの肉体的特質を基礎

　にしてさらにどのような新しい能

　力を獲得することができますか。

離」

プリント

「対抗する親指」

「脳と顔面の比」

　　　　　　　　　　　　　　　プリント

・人間はどのようにして火を発見し「火の発見」

ましたか。

・火の使用は人間にどんな利益をも

たらしましたか。

・道具はわれわれの生活でどういう

役割を果していますか。

○人間にとって文化とはどういう意プリント

　義や価値をもっているということr人間のもつ文

　ができますか。　　　　　　　　化」

を簡単に説明す

　る。

・足の指の形と比

鼓する。

。プリントの図か

ら人間は脳が大

きくなるのに応

じて顔の部分が

小さくなってい

　ること，ひたい

がなめらかで広

いこと，あごが

退化しているこ

とにも気づかせ

　る。

○予測させる。

○資料によって検

　証する。

・これらを原始文

化の三形態とい

　うことを説明す

　る。

・文化の特性につ

いていろいろな

考えを述べさせ

資料をふまえて

一般化する。

　　　　きく発達しており他の指と向きあう

　　　　ことによってものをつかみ細かな作

肉　　　業をすることを可能にしている。

体　　㊧視点の高さ・視野の広さ一四つんば

　　　　いで歩いている時よりも高い位置か
的
　　　　ら見わたせしかも首の回転がしやす
な
　　　　くなって視野が広くなった。一えも

特　　　のや敵を早くみつけることができる

質。脳が大きくて知能が発達している。

　　　⑧身体にくらべて頭が大きくなりすざ

　　　　一本立ちできる前に出産しないと母

　　　　体をきずつけてしまうから他の動物

　　　　より1年も早産である。

　　　⑧人間の男子の脳　　　1500cc

　　　　オランウータンの脳　400cc

　　　　ゴリラの脳　　　　　500㏄

　　・火の発見と使用

　　　⑧落雷や火山で白然に発生した火をみ

　　　　つけたという説と人間が実際に火を

　　　　つくりだしたという説の2つがある

　　　⑧身体をあたため寒さから守る一もし
文
　　　　火をつかえなかったらすでにほろび

化　　ていた。

　　　⑧夜を明るくし人間の行動範囲を広く
的
　　　　する。

特　　⑧調理にもちい食糧の保存に役立つ。

　　・道具の製作
質
　　　⑧手の機能の強化，たとえば動物のす

　　　　るどいつめやきぱにかわるものとし

　　　　ての石や棒

　　・言葉の使用

一．＿．．．糧験2董愛空置壷2握達を亘撞垣玄至

。人間の生活をおどろくほど豊かならしめた

　もの

・身体的にめぐまれない人間をカバーするも

　の

・生得的なものではなく後天的に杜会からひ

　きつぎ知性と学習を通して獲得される人間

　としての生活様式のすべて。
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○後天的な文化の習得によって人間 プリント 。動物の本能的行 ・本能は環境がいつも同じならまにあうが環

は，本能的行動様式をもつ動物に 「飛んで火に入る 動のもつ「みせ 境が変わると役に立たない。

はないどのような強さをもつこと 夏の虫」 かけの強さ」に ・動物の本能的行動はつねにその特殊な自然

ができますか。 気づかせる。 環境に制約されている。

・本能的行動様式にはどのような限

界がありますか。 。人間は環境が変わってもそれに適応してい

。後天的に習得される人問の行動に ・ここに人間が万 くことができる一自分自身の行動を修正す

はどのような長所がありますか。 物の霊長といわ るだけでなく，自己の生存に都合のよいよ

れる最も大きな うに環境そのものをつくりかえていくこと

原因があること ができる。

に気づかせる。 。人間は環境にしばられることから解放され

自分の意志にしたがって自由に行動するこ

とが可能になる一かぎりなく発展していく

力を獲得。
，　■　一　■　‘　一　一　・　．　．　一　1　一　一　・　1　1　一　一　1　1一　一　1　一　． ・　　　　・　1　1　I　一一　・　．　一　一．　‘　’　’・　・　■一　・　・　…　　　　　　　　　　一 ‘．　　　I一・・　　　　　‘・・一‘・・一一一　　　■一1一・一一一一‘　　　‘・・一　　　■‘■‘‘．‘　　　一一■1…　　　　　　　一‘‘．‘．・■・．一一・・一・一．i‘

○人間の弱さは「みせかけの弱さ」 ◎検証し一般化す 。人間の弱さそのものの中に人間のもつ大き

にすぎないといいましたがこの弱
る

。人間のもつひ弱
な可能性がひそんでおり，うまれたときの

さは何のためのものだということ さを無力なもの 人間の弱さは，成熟するにつれて他の動物

ができますか。 から柔軟な適応 とは比較にならないほど複雑な環境刺激へ

性に富んだ可能 の適応能力を身につけるための前ぶれであ
性の大きさとし

てとらえなおさ
る。

せる。

第3時
③人間の本性すなわち他の動物にはみられない人間独自の能力は，適切な杜会環境と杜会的刺激がなければ十分

に発達することができない。人間は杜会生活に参加することによってはじめて人間らしくなることができる。

発　　　　　　　問 資　　　料 教授。学習活動 生徒　の　認識

○これらの人間独自の能力はもしそ ○予測させる

のまま放置されれば健全な形で発 。そう考える理由

達するでしょうか。 を簡単にのべさ

・君の考えをうらづける何か具体的 せる。

な事例を知っていますか。
．．・・．・・■・・■一一，11■■1一一1・1■・，，，，一一一．一‘i‘■一．一i1－1一一■一‘‘・‘i一・’ ■・‘‘‘‘　‘’　…　　　　　　’‘‘　，　．　・一　■　一　一‘　一　一　I　一　‘　　　　‘ ・・　■一一一一・一　一一i‘　・　’．・，　一一一一　’　‘　一　’・ ■一’　　　・　　　・’’一．　．■　，一，一■i■i’‘・一一　一　■一■　■‘‘　■・’’　・　・　’’・　一・　・’．　・・　1　一一　一一．　・・　一　一　一　■　．一　．　1．　・・‘一一，1■

○これは今から50年ほど前インドの スライド ・狼に育てられた ⑧あごが骨についた肉をかみちぎるため

カルカッタの近くの村で発見され 「狼に育てられた 少女について概 にふつうよりも発達していた。

た狼に育てられた2人の少女の記少女」 略を説明する。 身 ⑧犬歯がふつうよりずっと長くとがって

録ですが，彼女たちは見つかった
体

おり口の申はまるで血の色みたいにま

当時どういう点で人間よりも動物 プリント ・1920年10月に発 っ赤だった。

に近かったですか。 「つかまったとき 見1才半と8才
的

⑱目は昼間はねむくて生気がないようだ

の様子」 くらい，アマラ 特 ったが夜12時をすぎるとカッと見開か

・アマラとカマラの身体的な特徴は とカマラと名づ 徴 れ闇の申で犬や猫のようにギラギラす

どのようなものでしたか。 「身体的な特徴」 けられる。 る青い独特の光りをだした。

。3年ほどして立 ⑧耳は大きくてひらべったく興奮すると
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・アマラとカマラの行動の特徴はど

のようなものでしたか。

・アマラとカマラは二本足で直立す

ることができましたか，また言葉

を話すことができましたか。それ

はどのように変化していきました

か。

○なぜ彼女たちは見つけられた当時

　全く動物に近い状態だったのでし

　ょうか。

・もしカマラがもっと長く生きるこ

とができたら他の人たちと全く同

じように人間の生活になじむこと

ができたでしょうか。

・このことは人間が人間らしく成長

するためにはどのような環境が必

要であることを教えていますか。

。これまでの3時間の学習を通して

人間とはどのような特性をもつ存

在であるということがわかりまし

たか。

「行動の特徴」

「視覚と夜の行

動」

「音声とその理

解」

「知性の発達」

プリント

「狼の生活から人

間の生活へ」

　てるようになり

　手をつかって食

　べるようになっ

　た。

。4，5年して喜

　ぴや悲しみの心

　を表現するよう

　になった。

・死ぬまでに45の

　簡単な言葉しか

　使うことができ

　なかった。

・知能は3才半く

　らいの子どもと

　同じだった。

・妹のアマラは1

　年くらいで死ん

　でしまうが姉の

　カマラは9年間

　孤児院で生活し

　17才のとき尿毒

　症で死んだ。

○仮説の検証と一

　般化

。人間が人間らし

　く成長していく

　ために必要な条

　件について一般

　化する。

・カマラがもっと

長く生きていた

　らどうなったか

について生徒の

推測を述べさせ

その理由を説明

　させる。

・本時だけでなく

　3時間を通して

われわれは何を

追求してきたの

かについて考え

　させる。

行

動

の

特

徴

知

性

の

発

達

ゆれてふるえ色が変わった。たいへん

かすかな音にも反応した。

縞地面におかれた皿に口をつけ手をつか

わずに食べた。

⑧70メートルほど離れた場所にすてられ

ていた鳥の内臓の所在をにおいでかぎ

つけて食べた、

⑧暑さと寒さを全く感じず衣服を着せて

　もすぐズタズタに裂いてしまった。

⑧直射日光にあたると呼吸が苦しそうに

なり暗い所へかけこもうとした。

⑧人間のように2本足で歩けず4つ足で

前進した。

亀4つ足で走ると非常に速くおいつくの

がむずかしかった。

⑧何もしゃべれず人間の音声をもってい

なかった。真夜中になると独特の遠ぼ

えをした。

亀5年くらいして色についての観念をも

つことができるようになり，子どもを

名前でみわけることができるようにな

　った。

。まねをする手本が狼しかおらず，狼たちと

同じ生活環境に適応していく中で人間のも

つ動物的な面だけが著しく発達した。

・一番学習の意欲と能力が豊かな2，3才の

ころに習得した行動様式は「3つ児のたま

しい100まで」といわれるようにそんなに

簡単には変わってしまわないだろう。

・人間の本性すなわち他の動物にはみられな

い人間独白の能力は，適切な杜会環境と杜

会的刺激がなければ十分に発達することが

できない。

。人間的な環境はできるだけ早い時期から与

えられる必要がある。

。人間は社会生活を通してのみ物質的要求を

満たし人格を形成し自分の能力を発揮しう

るという特有の杜会性のゆえに集団を形成

し共同生活をいとなむ。

・人間は一人だけでは生きていけない存在で

ある。
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　授業資料
第1時　資料1スライド11枚（省略）

賢料2

　サルの赤ん坊の能カ

　サルは1日申食物の手に入る地域を，つぎからつぎへと移動しつづ

ける。生まれたぱかりの赤ん坊を連れた母親は，1頭しかいない子ど

もが胸の毛や背申の毛にしっかりとっかまっているので，4本の手足

を自由に使って楽々と動くことができる。サルや類人猿の子どもにと

って効果的につかまることは，呼吸するのと同じくらい基本的な機能

である。母親はいつ突発的な危険におそわれ，逃げだすことになるか

もしれないし，採食の途申で激しいアクロバットのような姿勢をする

かもしれない。そんなとき，赤ん坊はたとえ生まれたぱかりでも，自

分の力でしっかりと母親にしがみついていなけれぱならない。もし振

り落されでもしたら，即死は免れないだろう。赤ん坊のサルがしっか

りと母親にしがみつくのは，いったいなんの力によるのだろうか。

　ライフ編集部編　宮地伝三郎訳　r霊長類』　タイムライフブックス

　1974pp．85－86

資料3

　カモメのヒナの行動の発達

　ヒナが外界へ出るために行なう最初の行為は，首のカ強い一連の伸

張運動によって，卵の股を破ることである。この場合に用いられる特

別な筋肉は，役目をはたし終えると萎縮してしまう。ヒナは巣の申

で，最初は母親に抱かれて静かに横たわっている。2，3時間する

と，うぶ毛がかわいてふわふわになる。それがかわく以前に，ヒナは

母親が巣の上にかがむたびに，母親のくちぱしの先端に向って，弱い

ついぱみ運動をはじめる。これらのついぱみ行為は急速に頓繁になる

と同時に，正確になってゆく。母親はすぐにこれにこたえて，餌を吐

き返す。ヒナはこの餌をとって，飲み込む。つぎの2，3時間のあい

だに，ヒナは立とうとする。はじめは心もとないが，じきにまっすぐ

立てるようになる。

　完全に外界に出たヒナは，羽をすきはじめる。そしてその日のうち

に，2，3歩よたよたとぶざまな足取りで歩き，巣から出て歩くこと

さえできるようになる。カモメの集団が敵におそわれると，親鳥は飛

び立ち，警戒声を発する。するとヒナはかがみ込む。生後2，3目た

っただけでも，この警戒声はかなり複雑な反応を引き起こす。ヒナは

まず巣から走り出て，何かの下にもぐり込み，そこでかがむ。まもな

く1羽1羽のヒナはこのようなときに，それぞれ特定の隠れ場所へと

走ってゆくようになる。そして1週間とたたないうちに，飛翔運動を

はじめる。2週間以内には，見知らぬものを見ると鳴き声をあげ，す

ぐさまそれをめがけて突進し，攻撃するようになる。

　やがて，ヒナは自分一人で餌を食べるようになる。はじめはいろい

ろなものを，みさかいなくついぱむが，しばらくすると食べられない

ものは無視して，食べられるものだけを食べるようになる。飛行運動

はだんだんしっかりしてきて，生後4，5週間で飛べるようになる。

　ライフ編集部編　丘直通訳　r動物の行動』　タイムライフブックス

　1974pp，128

資料4

　新生児の脳

　生まれたぱかりの赤ちゃんは，大変に頭でっかちです。これは胎内

での栄養補給が，上半身とくに脳を申心にしているからだといわれま

すが，事実新生児の脳は，かなり発育した状態で生まれてきます。た

とえぱ新生児の脳の重量は，300～3509ありますが，これは成人の

脳の25％です。仮に成人の体重を50烏gとすれば，出生時の体重平均

3．0009はわずか6％にすぎませんから，これに比較しても脳が生ま

れた時点でいかに発育しているかがわかります。また脳細造は，すで

におとなと同じ140億個がそろっています。神経も手先，足先でま

すっかり行き渡っています。脳細胞はこれ以上ふえることはないの

で，万一こわれてしまっても，再生することは不可能です。

　しかし新生児の心の世界は，いわば白紙のようなものです。お乳を

飲むときのほかは，大部分眠っていて，目も見えず耳も聞こえませ

ん。いつもうとうとと漠然とした意識の申で暮らしているのです。生

後約一カ月間はとりとめのない状態が続きます。心理学者が生後一カ

月間を新生児として扱うのはこのような理由によるものです。

婦人伊楽部編　『初めての赤ちゃんの育て方』　講談杜　昭和51年

68－69頁

賢料5

　知覚の発達

　新生児時代は，眠る，飲む，泣くといった，いわぱ生存の基本的条

件のくりかえしがその一日です。しかし一カ月児になると，少しずつ

おきている時間がふえ，それにつれて心の世界がぐんぐん広がってき

ます。感覚器官や，手足の神経系統もかなり働くようになり，赤ちゃ

んの精神機能が目一日と目ざめてきます。

＜視覚＞　新生児の視力はわずかにO．01くらいで，明暗がどうにかわ

かる程度ですが，この月になると，少しずつ見えるようになります。

最初のうちは，明るい方向，光りに漠然と目を向ける程度ですが，や

がて動くもの，人の顔などが赤ちゃんの視野に入っていくようです。

赤いふさなどを赤ちゃんの目の前で動かしてみると，目で追うように

なります。ただし見えるといっても，一カ月ではぽやぽやと見える程

度で，大変な近視ですし，目の動きも左右に動くぐらいしかできませ

ん。目の動きは左右にはじまって縦横，円運動と発達しますが，大体

方向性をもってくるのは，3，4ヵ月のころです。

＜聴覚＞　聞く力は比較的早くから発達します。新生児期でも，大き

な音をたてるとまぱたきをしたり，全身でビクッとしたりするので，

聞こえたことが推察できますが，このとき脳波をとってみると音に対

して反応していることがわかります。一カ月児になると，耳のそぱで

鈴やガラガラを鳴らしてみると，じっと聞くような様子が見られま

す。またひどく泣いているようなときでもお母きんが声をかけると泣

きやんだりしますから，聞こえたことがわかりますし，聞きわける能

カの芽生えを感じさせます。

　婦人傾楽部編　『初めての赤ちゃんの育て方』　講談杜　昭和51年

　73頁

資料6

長い時間を費やして成熟する

1鷺　麗
　　　　　　　　　　　　㈱
　岬

ぺ・言

赤〃螂ω

サル　　熟人癩　　ヒト

　霊長類は他の動物に比べると，きわめてゆっくりと成長する。それ

は学ぴとらなけれぱならないことがたくさんあり，知識を吸収するた

めの長い子ども時代が必要だからである。とくにヒトは，習得しなけ

れぱならないことが多いので子ども時代がもっとも長い。上の図で

は，グエノンとゴリラとヒトの胎内にいる期間，母親から独立し，性

的成熟に達し，社会的に一人前になる時期を示した。各段階は，色分

けと色合いのちがいであらわし，年齢独立の度合いが進むにつれて色

が淡くなっている。

ライフ編集部編　宮地伝三郎訳　『霊長類』　タイムライフブックス

1974p．86
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　第2時　　資料1　スライド2枚（省略）

賢料2

対向する親指

リス毛隙

　リスモドキのような最下等の霊長類では，親指は他の指と向きあう

ことがない。関節の部分が回転せず先端にかぎ爪があるこの親指で

は，ものをつかむ能カがかぎられる。サルの親指はそれよりやや大き

く手のひらに対してある角度をもつので回すことができ，他の指をい

っしょに使ってものをつかむことができる。人間の親指はもっと発達

しており，ずっと強大になり，手のひらとの角度も広く開いて自由に

動かせる。

　ライフ編集部編黒田長穫訳　『哺乳類』　タイムライフブックス

　1974p．166

資料3

くりだしたことを強調して，石を削っているときに偶然に火が生まれ

たのだとする。このようにして生じた火花が，ベッド用の葉や動物の

毛皮に引火して，くすぶりはじめたことはありうる。料理の起源は，

まちがいなくこうした属然のくりかえしの結果によるものと思われ
る。

脳と顔面の比

　　抑ルジー　　　柵・エレ〃ス　　　　　鮒人

　チンパンジーからホモ・サピエンスヘの頭骨の進化には2つの目立

った特徴がある。1つは脳が大きく．なることであり，もうひとつは顔

が小さくなることである。最初の真のヒトであるホモ・エレクタスは

ほぽ正確に両者の申間にあり，頭蓋部の大きさが頭骨全体の約半数を

しめている。しかしその構造はいぜんとして骨壁の厚い，類人猿的な

特徴を示す。とくに目立つのは，まゆの部分が強く突き出ていて，現

代人のような大きく張り出している額の形をまったく示していない点

である。

　ライフ編集部編　寺田和夫訳　r原始人J　タイムライフブックス

　1974p．85

資料4

　火の発見

　火がどうしてもたらされたかについては，ふたつの説がある。ひと

つは落雷とか火山といった自然に発生した火によるとするものであ

る。そうした火を，原始人は幾度も目撃してきていたはずだ。火は，

高度に洗練されている現代人にとってもあやしい魅力をもっている。

おそらく原始の人々にとってもそうであったろう⑪彼らはおそるおそ

る，好奇心にかられて自然の火に近づいたにちがいない。燃えている

枝は，手で簡単にあつかえる。その燃えさかる枝で，他の木の幹や草

に火を放った人間が，火の力と不思議さにうたれたであろうことは想

像にかたくない。火は暖かいことはすぐに感じとれる。いかに脳の小

さい経験のとぼしい人類の祖先にとっても，寒い洞穴のなかで火を使

えば効果があると考え，火をもちこもうと試みるのにはさして頭をし

ぼることもなかったであろう。

　はじめのうちは，稲妻によって発生した火をたまたま手に入れた場

合などだけ，火を便うことができたものと考えられる。燃料を十分に

手もとにたくわえ，火種を絶やさないように十分に火のあつかいに熟

達し，1カ所から他の場所に動かせるようになるまでには，自然から

手に入れた火は句度となく消えうせてしまったことであろう。そし

て，火が消えてしまったときの損失は鋭く感じとられ，また自然発生

の火を手に入れるまでの期間が長く思われたことであろう。

　火の発見に関して考えうるもうひとつの説は，人間が実際に火をつ

　ライフ編集部編　寺田和夫訳　『原始人』　タイムライフブックス

　ユ974　p．84

資料5

道具の発明一人間を万能ならしめたもの

　他の動物は生きるために体の構造を特殊化させているが，人間は知

能を特殊化させたのでその必要がない。アルマジロは，護身のため隼

申骨質のよろいをつけ，イボイノシシは，餌を掘り出すため特大の牙

をもつ。しかし，そんなとき人間は手先や腕で自由に着脱できるよろ

いと，用がすめぱしまえるツルハシを考えだした。手先と腕は，人間

の発明したどんな道具でも自由に使いこなせる。

　ライフ編集部編　黒田長穫訳　『哺乳類』　タイムライフブックス

　1974p．166

資料6

人間のもつ文化

環　境

　人間は他の動物と同様，環境のなかで対決しながら生きていかなけ

ればならない。この場合，人間以外の動物は持って生まれた能力＝本

能で環境に適応していくが人間は，文化という着物を身につけて環境

に適応していく。この文化という着物は，人間の生得的なものでな

く，後天的に社会から引き継ぎ，知性と学習を通してつくり上げるも

のであるが，この文化こそ人間の生活をおどろくほど豊かならしめた

のである。

大場祥護著　r文化杜会学』　内田老鶴圃新杜　昭和45年　17頁

資料7

　飛んで火に入る夏の虫

　毘虫は夜間，光の方にとんでゆく本能をもっている。それは夜間に

月見草のような花にとんでいってみつをすうことができるためであろ

う。しかし人間が火をともすように進化してきた現代においても昆虫

は昔と変らない同じような行動をして，火をめがけて突進し，自ら焼

け死んでしまう。

　またある学者がクモの観察について述ぺたものがある。クモは巣に

絹張りの筒をつくり，そのなかにかくれて虫のくるのをまっている。

昆虫が網にかかって自由を失うと，それをおそって殺し，筒にもちか

える。ところが，筒の入口に虫がかかった場合には，クモはそれをお
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そおうとしないだけでなく，外敵としておそれクモは自分から退却し

て筒から出てしまうのである。かかったものはどんなものであっても

網にかかったものだけしかおそわないというのである。

大場祥護著　r文化杜会学』　内田老鶴遭新杜　昭和45年27～28頁

　第3時　　資料1　スライド8枚（省略）

資料2

　つかまったときの様子

　それはヤカンの底のような形をした穴で，セメントで固められたみ

たいに平らで，なめらかだった。まして糞や他の汚れの痕跡はまった

くなかった。ほら穴には，狼に特有な独特の臭いが充満していた一

ただそれだけだった。そこには，狼の家族が住んでいた。今はすみっ

こに，二匹の子ども狼ともう二匹の恐ろしい生き物とがまるでモンキ

ー・ボールのように，しっかりとからまりあっているだけだった。実

際のところ，それらを一つずつ引き離すのが一仕事だった。狼の子ど

もよりも化け物の方が狂暴で，恐ろしい形相をしたり，歯をむきだし

たり，時には私たちに向ってきたり，またかたまりあおうと走りもど

ったりした。私たちは途方にくれ，お手あげとなった。しぱらくして

私は，あることを思いついた。まず，その地方でグリラップと呼ぱれ

ている大きな布（村人たちの冬外とう）を四枚あつめた。そのうちの

一枚を彼らのかたまりの上に投げ，一匹だけ他から引き離した。こん

なふうにして全部を引き離し，頭だけ自由に動けるようにしておい

て，布でしぱりあげた。

　J．A．L．シング著　申野善達訳『狼に育てられた子』　福村出版

1977年　37頁

資料3

　身体的な特徴

　あごの発達　すさまじい髪の毛のかたまりを切ってから，カマラと

アマラの容ぽうはたいへん変わった。再び人間の子どものように見え

た。だがふつうの子どもたちとは違う，いちじるしい特徴をもってい

た。まずあごの形がちがっていた。あごの骨が発達し，高くなってい

た。これは，今まで髪の毛で隠されて見えなかったのである。手や脚

の変形と同じように，あごも骨や骨についた肉をかみ続けていたた

め，形が変わってしまったのだ。かむときの上下のあご骨の動きも，

明らかにふつうの人間とは違っていた。

　歯歯はびっしりつまって並んでいたが，とても鋭くとがった歯が

ありふぞろいだった。目の下の4本の歯一犬歯は，ふつうより長く，

ずっととがっていた。口の内はまるで血の色みたいに真っ赤で，人間

の生まれながらの色ではなかった。

　立ったりすわったり，うずくまったり他の姿勢で地面にすわること

はできたが，立ち上がることはぜんぜんできなかった。ひざや腰の関

節は，開くことも閉じることもしなかった。彼女らの関節は，柔軟な

動きをする能力を失ってしまっていた。こうした関節は，四つ足で歩

いていたため，外部が固いまめでおおわれ，大きく，突起し，重かっ

た。

　目　目はいくぷん丸く，昼間は眠くて生気がないような顔つきをし

ていた。しかし，夜12時をすぎると，目はカッと見ひらかれ，暗闇の

申で，猫や犬みたいに青いぎらぎらする独特な光をおびた。夜申に

は，その青い二つの目の光だけで，あとは何も見えなかった。

　暗闇での視覚　1921年1月3日この日，人間の視覚や活動がまった

く衰えてしまう真暗な夜でも，彼女らは，凸凹のある地形を自由に動

きまわれることがわかった。夜申でも暗い所でも，おとなや子どもや

動物や鳥やその他のものを見つけることができるのだった。

　興奮興奮した時は，鼻孔から耳ざわりな音を出し息を押しだし

た。1922年9月18日ヵマラは直感でもって，孤児院の宿舎から約70メ

ートルほど離れた構外に投げすてられた鳥の内麟の所在を知り，食べ

ているところを現行犯としてつかまった。彼女らは何かの臭いに感づ

いたり，物や動物や人間を確かめようとする時は，いつも鼻を宙にあ

げ，空申でくんくんさせ，その方向をかぎつけるのだった。また何か

食べ物を与えると，必ず食べる前に臭いをかいでいた。

　耳と聴覚　耳は大きくてひらべったか？た。興奮すると揺れてふる

え，色が変わった。彼女らの聴覚は鋭敏で，いざという時には非常に

軽い足音やどんな動きもとらえることができた。

　J．A．L．シング著申野善達訳『狼に育てられた子』　福村出版

資料4

　行動の特徴

　食べ方　1920年11月15日カマラとアマラは，地面に置かれた皿に口

をつけ，犬のように皿から飲み食いするのが常だった。飯，肉などの

個形食は，このようにして手を使わずに食ぺた。水や牛乳のような流

動物は，いつも子犬みたいにペチャペチャなめた。

　寒き暑さの感覚寒さとか暑きの知覚は，彼女らにとって未知のも

のだった。冬の寒い時，衣服を着せようとしたがとてもいやがり，自

分たちだけになると，それをすぐズタズタに裂いてしまうのだった。

夜，毛布でくるんでやろうとするとはいでしまい，もしもまたかけて

やろうとすると，はぎとってしまうのが常だった。寒さはぜんぜん感

じないようだった。非常に寒い天気の時できえ，何も身につけないで

いるのを好んだ。冷え冷えする季節でも，ふるえているのを見たこと

がないし，とても暑い日や夜でも汗をかいているのを目にしたことは

ない。

　歩き方と走り方　カマラもアマラも，人間のようにはあるけなかっ

た。彼女らは四つ足で前進した。またゆっくり動くときはふつう手と

ひざで進んだ。この姿勢だと速く走れなかった。四つ足だと非常に速

く走ることができ，その時はとても追いつくのが難しかった。

　眠り方カマラとアマラは，いつも，子犬や子豚のように互いに重

なり合って眠った。地面に寝る時は，すわりながらでも，よりかかり

ながらでも，ふつう手足を一緒にしてうずくまっていた。眠りは浅

く，わずかな物音でもビックリして目をさました。夜半すぎは決して

眠らず，この年齢の子どもたちとは違って，夜をこわがらず，むしろ

好んでうろつくのがふつうだった。

　視覚と暗閲　暗いのが好きで，宿舎でも年申いちぱん暗い場所にい

たがった。前に記したように，隈の方へ顔を向け，重大な問題を考え

こんでいる哲学者たちみたいに，何時間も黙考しつづけ，まわりの物

ごとはまるで気にかけなかった。そして薄暗くなるまでそこを離れな

かった。彼女らは直射日光にほとんど耐えられなかった。短い時間で

も日なたにいきせるとだんだん呼吸が苦しげになり，好きな暗い隅へ

と駆けこもうとするのだった。

　J．A．L．シング著申野善達訳r狼に育てられた子』　福村出版

　1977年　66～72頁

賢料5

　音声とその理解

　ヵマラとアマラは，発見された時，人間の音声をもっていなかっ

た。彼女らは，何もしゃべれなかった。なんの音声も口から出てこな

かった。1920年12月10日私たちが耳にすることができた唯一の声は，

真夜申に聞こえてくる独特の叫び声というか，ほえ声だった。これを

耳にしたのは，この日のことで，ちょうど彼女らの病気がなおった時

だった。この叫び声は独特なもので，しゃがれ声ではじまり，ぞっと

するような鋭い悲しみにみちた声で終わったが，それは大きく絶え間

なく続いた。また，非常に高い調子の骨身にしみ入るような響きをも

っていた。それは，人間のものとも動物のものともつかないものだっ

た。おそらく伸間たち，すなわち狼やその子どもたちへの呼び声だっ

たと思われる。

　J．A．L．シング著申野善達訳『狼に育てられた子』　福村出版

　1977年　89頁

資料6

　知性の発達

　1925年にみられた進歩　カマラの理解力は，救い出されてから5年

後の1925年にすばらしい進歩をみせた。彼女は色についての観念をも

つようになり，いつも赤い色を好んでいた。また彼女は，数人の赤ち

ゃんの名前がわかるようになった。名前をいうことはできなかったが，

私たちがある子の名前をたずねると，それがその子であるときはうな

ずき，そうでない時は首を横にふった⑪自分の皿がどれなのかわかる

ようになり，他の皿がもってこられるとそれを拒否した。今では，彼

女はコップで飲むようになりたくさんのコップの申から自分のものを

見分けることができた。

197752～54頁

　J．A．L．シング著申野善達訳　『狼に育てられた子』　福村出版

　1977年　148頁

資料7

　狼の生活から人間の生活ヘ

　カマラとアマラの年齢は，8才と1才半というように推定された

が，それぞれ1歳の子と1歳以下の子として受け入れられた。こうし

た年齢の幼児として扱われたのである。彼女らは言語をもたず，その
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本性は，まさに動物そのものだった。彼女らは，動物の世界で，ほと

んど完全なまでに動物的本性と生活条件とを身につけてしまってい

た。こうした，習得されしっかり身についた習憤を変えるということ

は，とても難しいことである。私たちは，カマラやアマラのような経

験がまったくなかったので，彼女らを実質的に理解することができな

かった。だがとにかく，彼女らの身についた習憤が，新しい習憤に変

えようとすることに非常に多くの困難さや不自由さをもたらした，と

いうことはたしかである。

　カマラとアマラは，実際，どのようにして動物になることができた

のであろうか。彼女らの身体はまぎれもなく人間のものだったが，習

得した動物的な行動が自然なものになるほど変化していた。これは，

彼女らがほんの赤ちゃんの時から狼の伸間の申に投げこまれたためで

ある。この子たちには，人間の子どもたちがやるように，人間世界の

申で四肢を使うという機会がなかった。まねする手本は動物しかなか

ったのだ。彼女らは狼を見，狼たちのまねをした。狼たちと一緒の生

活や環境の条件に適応してゆく申で，彼女らの手足は変形していった

のである。

J．A．L．シング著申野善達訳　r狼に育てられた子』　福村出版

1977年85頁

論にまで高めていく申で，杜会科の授業を教師にとって

も生徒にとってももっと魅力のあるものにつくりかえて

いくことができないだろうかというのがわれわれの今回

の共同研究の出発点である。本小論では紙数の関係で，

具体的な授業案とその資料の前半3時間分しか掲載する

ことができなかった。またこれらの内容が果してどの程

度まで生徒の興味をひきつけ科学的な杜会認識の育成に

貢献しうるかということは，具体的な授業実践とその検

討を待たねばならないが，これについては他の機会にゆ

ずることにしたい。

IV　おわりに

　今回の小単元①「人間杜会と家族」の授業改造は，最

近のアメリカ新杜会科における人間中心カリキュラムヘ

の動きに示唆され，その内容構成の方法にかなりのヒン

トを得ておこなわれた。最近のアメリカでは，文化人類

学や杜会心理学生態学といった新しい学間領域を，これ

までの古い伝統的な社会科の枠にとらわれずにもっと積

極的に学習内容の中に組み入れようとする試みがさかん

におこなわれている。これらの学問領域は過去20～30年

の間に著しい発展をとげ，急速に実証科学としての市民

権を獲得するにいたった新分野である。しかし，これら

の分野が提示する人間行動または人間杜会理解のための

独自の観点は，従来の社会諸科学の著しく個別化された

視点からのみではとらえることのできない人間の本性

（Hluman　Nature）についての深い洞察を可能にして

いる。これらの視点は，現代杜会のあり方を考える上で

もはや不可欠のものとなっているといってもよいであろ

う。アメリカでは，これにさらに国内の人種間題や国外

的な世界戦略の問題という特殊な要因も加わって，杜会

的な動きを敏感に反映する教育界でも大きな注目をあび

ているわけである。わが国はもちろんアメリカと条件を

異にする部分が多くその直輸入は無意味であるが，われ

われはこの内容それ白体のもつ質の高さと興味深さを何

とか日本の杜会科の中にも自然な形で導入することがで

きないだろうかと考えた。そのためのひとつの試みとし

て今回の家族生活の内容構成を計画したわけである。ま

た，教授。学習遇程の原理として採用した概念探究法の

理論も，1960年代以後アメリカで活発になった教育内容

の現代化運動の中からでてきた考え方であり，わが国で

はまだ間題解決学習の理論ほどには現場の授業実践の中

で消化され定着しきってはいない。比較種族的。比較文

化的内容と概念探究学習という2つの基本的視点を，わ

が国の杜会科の風土になじんだ柔軟で深みのある教育理

（注）

①　比較種族的。比較文化的な内容構成論については，

　ブルーナー著　田浦武雄・水越敏行共訳　『教授理論
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